
＜簡便な会計処理＞ 
【簡便な会計処理】 

当第１四半期連結会計期間 
(自  平成 22年 4月 1日  至  平成 22年 6月 30日) 

～略～ 
２  法人税等並びに繰延税金資産及び繰延税金負債の算定方法 
  法人税等の納付税額の算定に関しては、加味する加減算項目や税額控除項目を重要なも
のに限定する方法によっております。 
  繰延税金資産の回収可能性の判断に関しては、前連結会計年度末以降に経営環境等、か
つ、一時差異等の発生状況に著しい変化がないと認められるので、前連結会計年度におい

て使用した将来の業績予想やタックス・プランニングを利用する方法によっております。 
  なお、法人税等調整額は「法人税等」に含めて表示しております。  
 
＜特有な会計処理＞ 
【四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理】 
 当第１四半期連結会計期間 

（自 平成 22年４月１日 
至 平成 22年６月 30日） 

税金費用の計算 税金費用については、当第１四半期連結会計期間を含む連結会計年

度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用後の実効税率を合理的

に見積もり、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算し

ております。 
 なお、法人税等調整額は、法人税等に含めて表示しております。 

 


